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はじめに
　川田テクノシステムのシステム開発は，川田グループ
の一員として建設に関する設計業務の効率化や高度化，
厳密化する設計計算をシステム構築とサービス提供を行
うことで社会貢献を行うことを心がけて行ってまいりま
した。川田テクノシステムの設立当時である 1960 年代
は，建設業界でいち早くコンピュータを導入した設計を
とりいれ，高い設計精度と迅速な結果提供をおこなって
いました。設立以来，川田テクノシステムは，土木計算
システムをはじめ，CADシステム，建設コンサルタン
ト向け基幹システム，CALS ／ EC関連システムと技術
計算に留まらず建設関連の多様なシステムの構築とサー
ビス提供を行っており，2020 年に 50 周年を迎えること
になります。本稿では，これまでのシステム開発の変遷
を紹介するとともに，今後の当社の役割やシステム構築
プランを示します。

1．環境変化に応じたシステムづくりの変遷
　川田テクノシステムの“システムづくり”は，その時
代に要求されるソフトウェアをグループの情報網および
幅広い顧客情報網を活用し，いち早く察知し，提供する
ことを心がけて行ってきました。その中でコンピュータ
環境や市場環境の変化は，密接に関係しソフトウェアの
構築に大きく影響しました。
　本章では，川田テクノシステムが歩んだ環境変化を踏
まえたソフトウェア作りの変遷を示します。
⑴　川田グループのコンピュータの幕明け
　1960 年，川田忠樹（現，川田テクノロジーズ相談役）
がヨーロッパを歴訪した時に初めてコンピュータに出会
い，これからはコンピュータの時代が到来すると確信

し，自ら，当時の日本電子工業振興協会でのコンピュー
タの講習会に通ったことが，川田グループのコンピュー
タとの係わりの第一歩でした。1964 年，企画室から研
究室が分離創設され，当時の国鉄の鉄道技術研究所でコ
ンピュータの導入と構造解析のプログラム実用化に取り
組んでいた主任研究員の大地羊三工学博士を室長として
迎え，本格的なソフトウェアの開発が始まりました。当
時のコンピュータは非常に高価であり，ハードウェアや
OSも不安定だったため，当初からコンピュータの導入
はせず，外部の計算センターを利用してソフトウェアの
開発を進めました。1968 年，橋梁業界初のコンピュー
タとして，技術計算向けに開発された IBM-1130 が導入
さ れ， 以 後，IBM-360/44，UNIVAC 1106，UNIVAC 
1100/71 へとグレードアップしました。
⑵　計算ソフトはパソコンの時代
1982 年に SORD（8ビット）で開発された土木設計シ

ステムをUNIVAC　UP10E（16 ビット：OS は CP/M）
へ移植したことにより，計算ソフトがパソコンで稼動す
る時代になりました。8ビットのハードウェアでは日本
語表示（漢字・ひらがな）ができないといった課題があ
りましたが，16 ビットではこれらの課題から解放され，
「マニュアルレス」「会話型」のユーザーインターフェイ
スで，画面・プリントは漢字・図（構造物を作図し寸法
線表示）・表罫線等で出力され，設計計算書としてその
まま活用できるようになりました１）。パソコンが普及し
始めた時期であり，非常に高価であったため，１台のパ
ソコンを数名で利用するといった環境でしたが，パソコ
ンの利便性はとても話題となりました。
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　1983 年には，橋梁上下部工２），構造解析３），道路・線
形４），土構造５），河川・砂防６），上下水道７）等の幅広い
パッケージソフトを「SUCCES シリーズ」として業界
に先駆けて販売開始しました。その後，日本国内にお
けるパソコン市場をほぼ独占していたNEC　PC9801 シ
リーズ（OS はMS-DOS）に移植しました。1993 年に，
特定のパソコンメーカーに依存されないWindows3.1 へ
移植し，アプリケーションを複数同時実行（マルチタス
ク・マルチウィンドウ）することが初めて実務面で実用
化されました。その後，OS はWindows95，NT，XP，
Vista，7 そしてWinodws8 へと目覚ましく変化してい
ます。2002 年，「SUCCES シリーズ」全般に関わる改修
として , 従来単位（工学単位）から SI 単位への変換を
行いました。変換は，膨大な量のソース改修を伴うもの
で効率的な変換方法を試行しながら改修を行いました。
2009 年，フロービジネスからストックビジネスへ転換
しました。

これまでの個々のシステム販売型から複数ソフトを組
み合わせたソフトウェアの年間リース型へ形態を移行す
ることでシステム購入者の費用負担と安定したサービス
事業を構築しました。
⑶　汎用コンピュータからEWSへ
1990 年に汎用コンピュータで稼動していた下部工自

動製図システムをNEC社製の EWS4800（OS は UNIX）
に移植し，これを契機に汎用コンピュータで稼動してい
た技術計算のプログラムのほとんどを EWS4800 に移植
すべく，操作性の統一・データの一元管理を図るためメ
インメニューを作成し，汎用 CADやプロッタ出力など
の共通プログラムを利用する環境を整え，土木設計図化
システム「ADVANS」８）としてリリースしました。翌
年からは，PC橋の自動設計・製図システム９），下部工
数量計算システム 10），下水道管路施設設計製図支援シ
ステム 11），線形計算システム 12），各種構造解析システ
ムなど13）が移植されました。1992年には，板桁自動設計・

図1　システム構築の変遷全体概要図
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製図システム 14）や箱桁自動設計・製図も移植され，汎
用コンピュータで稼動していたほとんどのシステムの移
植が完了しました。また，汎用CADのニーズも高まり，
武藤工業製の汎用 CAD（ED-ViSiON）をベースに，配
筋図や鉄筋加工図を描画することにより鉄筋量を自動計
算するシステム（任意形RC-CADシステム）15）を開発し，
その後，鋼橋を描画することにより材料を自動計算する
システム（鋼橋 CADシステム）16），CAD による線形
計算システム（線形計画CADシステム）17）などのシス
テムをリリースしました。また，専用 CADへの取り組
みとしては，川田工業栃木工場で開発・運用していた鉄
骨 CADシステム「PROSSESS」18）を 1987 年より株式
会社システムエンジニアリング（以下，SE）から外販
を開始しました。当初，パソコン（NEC・PC-9801）でデー
タ入力と一般図処理を行い，センター（SE）へモデム
送信し，ミニコン（ユニバック・SS-5）で工作図，原寸図，
材料データ等の作成を行いデータテープで返送する方式
でサービスを開始しました。その後，全ての処理をパソ
コンに移植するとともに，パーソナルCAD（AutoCAD）
をカスタマイズし図面編集，2次部材追加等に活用しま
した 19）。当時自主開発した図化ライブラリは，現在で
も橋梁自動設計製図等の基礎技術として活かされていま
す。
⑷　システム作りの転換期
　川田テクノシステムのシステム作りは，前述したよう
に土木構造物の解析，設計 , 製図分野を中心として発展
してきました。その一方で，公共事業費が 1996 年をピー
クに年々減少していくことに対し，より広範囲な分野へ
の挑戦を行うことが必要となりました。そこで，これま
での建設に関する技術計算や構造解析を中心としたシス
テム作りから多様な利用者が使用できる建設事業全般を
視野にいれたシステム作りに移行することになりまし
た。この転換期により，建設コンサルタント向け基幹シ
ステム，CALS/EC 関連システム，CIMへの取り組み，
Cloud 関連システムの 4つの分野のシステム構築が新た
な柱として加わることになります。

⑸　基幹システム開発への取り組み
建設コンサルタント業向けの経営情報システム

「CONDUCT-R」を 1995 年に開発着手し，予算原価管
理システム，営業情報システム，財務会計システムを次々
とリリースし，1998 年には，業界初のERP（Enterprise 
Resource Planning の略）として，本格的に販売促進を
実施しました。業界において，厳しい経営管理が求めら
れることを背景に，地場コンサルタントを中心に導入実
績を増やしてまいりました。個別ニーズに対応すべく，
数多くのカスタマイズを行い，業務経験を積んで，2006
年には，導入実績が 100 社を超えております。また，お
客様のニーズから生まれた「プロポーザル支援システム」
20）は，全国規模のコンサルタントを中心に数年間で 50
社超の導入実績が得られ，大きく商品認知度に貢献し
ました。大手コンサルタントからの受注を足掛かりに
2007 年には，１億円超の大規模基幹システムの構築を
手掛けるベンダーに成長しました。基幹システムの構築
を実施するようになったことで，基準や仕様書等に従い
構築するパッケージシステムの開発体制や発想から，多
様な顧客要求事項を確実に把握し，具現化するソリュー
ション開発へと組織変化しました。

⑹　CALS/ECへの取り組み（CAD）
Windows OS の爆発的な普及にともない，それまで
UNIX OS 上で動作していた「SE-CAD」の開発に替わ
り，Windows OS 上で動作する建設系汎用CAD「V-nas」
21）が 1995 年にリリースされました。V-nas の開発に向
け 1990 年代前半は川田テクノシステムの開発の主軸が
UNIX 系システムからWindows 系システムに移行した
年でもあり，技術面，販売面の双方で大きな転換期を
迎えます。1995 年の V-nas リリースを皮切りに，橋梁，

コンサルタント会社
向けシステム

設計部・設計会社向
けのシステム作り

施工会社
向けシステム

官公庁向けシステム

図2　システム作りの変換

図3　基幹システムの開発モデル
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道路，水工，砂防の各設計分野における，設計者向けの
専用 CADシステム 22）を順次開発してきました。現在
までに 17 製品の専用シリーズ製品をリリースしていま
す。国交省の建設 CALS/EC アクションプランの導入
に伴い，設計図面の納品も電子化が義務付けられました。
それまでの紙図面による納品が電子納品に切り替わる
ことにより，すべての人が利用できる CAD共通フォー
マットが必要になった SXFファイル仕様（Scadec data
eXchange Format）が策定されました。電子納品の導
入によりV-nas も 2001 年から SXFファイルフォーマッ
トの入出力に対応するとともに，建設業界への CAD普
及を広く支援してきました。23）

⑺　CALS/ECへの取り組み（電子納品）
　2000 年に電子納品平成 12 年度基準に対応した電納ヘ
ルパー（土木設計業務版）をリリースしました（その後
平成 13 年度基準に対応）24）。システム構築した背景は，
当時，国土交通省が推進していた「建設 CALS 整備基
本構想」に記載されている電子成果品作成をシステムで
支援するという国策の要求を迅速に反映したシステム構
築でした。電納ヘルパーは，電子成果品作成を支援する
システムとして，最も早く提供を開始したシステムで
す。この時の販売ライセンス数は約 500 本。電子納品と
いえば「電納」，「電納ヘルパー」という言葉を業界に浸
透することができました。その 4年後の 2004 年，電子
納品平成 16 年度基準に対応し，電納ヘルパー（国交省
設計版）に名称を変更してバージョンアップリリースし

ました 25）。電子納品の普及の波に乗って，この時のラ
イセンス数は約4000本です。業界をほぼ席巻したといっ
ても過言ではありませんでした。さらに，その 4年後の
2008 年，電子納品平成 20 年度基準が公開されたのを契
機に，電納ヘルパー（国交省設計版）をバージョンアッ
プリリースし今に至ります。本バージョンでは，操作性
の向上，発注者向けのチェックシステム（電納ヘルパー
発注者版）とのチェックエンジンの統合，V-nas（CAD）
で培った SXFデータを解析して属性を設定する機能や，
CADチェッカーとの連携など当社の技術力の結集が図
られました。また，「適正な」ライセンス管理を行いた
いという業界の動向にいち早く対応するために，今まで
のソフトウェアプロテクトから，USBプロテクト・ねっ
とさーばプロテクトに対応しました。これにより，お客
さまの技術部門だけでなく，管理部門に対しても満足し
ていただけるものを提供することが出来ました。現在の
ライセンス数は約 5000 本になりました。

また，2003 年，発注者向けのシステムとして電子成
果品を管理する電子納品保管管理システムを行いまし
た。電子納品保管管理システムは，WEBシステムとし
て構築されており，システムがインストールされている

図4　CADシステムの派生開発モデル

図5　電子納品に関する取り組み説明図
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サーバにアクセスできれば，時間的・空間的制約なく情
報を検索したり，情報取得（ダウンロード）できます。
これまで1中央官庁，8自治体（県庁および政令指定都市）
が導入しています。
　今後，一層の利便性や操作性の向上を目指した改良を
継続的に実施するとともに，CALS/EC に係る一連のシ
ステムを情報連携を含めて提案していきます。
⑻　CIMへ向けて
　ICT，電子納品の普及にともない，建設業界のニーズ
も 2 次元から 3 次元へとシフトしつつあります。CIM
は，Construction Information Modeling の略で，既に
建築事業で普及している BIM（Building Information
Modeling）と同様，3 次元データモデルを導入するこ
とにより土木事業全体の生産性向上を図る取り組みで
近年，着目されています。今後，CIMによる 3 次元設
計の検討が本格的に進み，3次元 CADの必要性が高ま
ることが予想されます。川田テクノシステムは，2次元
CAD（V-nas）のノウハウを生かして，2011 年には建設
系 3次元 CAD「V-nas Clair」26）を新しくリリースしま
した。建設分野で不可欠な地形の 3次元化を実現するた
めに，等高線情報から 3次元情報（三角形メッシュ）を
生成するシステム 27），さらには，これからの 3次元設
計で要求される様々な機能に対応するため，CADエン
ジンにソースコードを記述すると即座に実行できるスク
リプト機能 28）を搭載しました。

この 3次元 CADの構築は，これまでの設計者や施工
者による専門的知識を必要とする情報表示（図面）から，
様々な利用を可能とする統合的な情報表示（3Dビュー）
を可能とするものになります。具体的には，精度のよい
設計図面として部材の干渉や，曲面で構成される部材の
形状把握が可能となります。また，CIMによる建設構
造物に関するライフサイクルを踏まえた情報管理が可能
となることや，わかり易い住民説明資料の作成など一連
の建設事業における様々な利用場面が創出されていま
す。
今後も高性能，高機能で CIM に対応できる 3 次元

CADを目指すべく，現在も日々開発の歩みを続けてい
ます。

⑼　そしてCloudへ
これまでのシステム利用やシステム構築は，利用者各

人がコンピュータにシステムをインストールすることで
システム稼働する方式で，利用者自身がシステムを所
有・管理していたのに対し，クラウドコンピューティン
グ（Cloud Computing）では，インターネットを通じて図6　3次元情報表示イメージ

図7　3次元CADの特性
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システムを利用し，利用に応じた料金を払う方式になり
ます。クラウドコンピューティングは，2006 年 Google
の CEOであるエリック・シュミットによる発言が最初
とされ，Google App Engine や Amazon EC2 などが登
場した 2006 年から 2008 年頃にかけて普及したといわれ
ています。2012 年，Cloud 環境は，より本格的に普及
されはじめます。Cloud の普及や認知度の上昇にともな
い，パッケージ販売に加え，サーバを使用したサービス
販売という新たなシステム構築とサービスを提供するこ
とになりました。これまで開発したシステムとして情報
共有システム「basepage」をはじめ，建築架設に関す
るシステムサービス，プロテクト管理・配信サービスを
行っています。

⑽　情報共有システム「basepage」への取り組み
　情報共有システム「basepage」は，2006 年にサービ
スを開始した川田テクノシステム初のWEBシステムで
す。WEBシステムは，これまでのパソコンにシステム
をインストールする方式とは異なり，ブラウザを使用
するシステムであり，「パッケージ販売」というものか
ら「WEBサービス事業」と当社の販売形態を変えるこ
とになったものです。WEBシステムの特徴は，IDとパ
スワードがあれば，空間的制約（環境）や時間的制約な
しに利用することができます。また，開発者の側面から
は，高いメンテナンス性や情報収集性という点で今後の
システム開発の主流となるシステム提供方法として取り
組んでいます。2006 年，情報共有システムは，工事施
工中における受発注者間の情報共有としてサービスを開
始しました。これは，国土交通省がCALS/EC アクショ
ンプログラムの一環として展開する計画に準じたシステ
ムです。2010 年，basepage に GIS エンジンを付加，機
能追加しました。GIS エンジンを導入したことで，情報

の発信源や関連する情報や書類を電子地図上でリンクし
て視覚的に優れた情報提供サービスを実施できるように
なりました。GIS エンジンを使用した川田テクノシステ
ム初のシステムが災害時における情報共有システム「災
害情報管理システム」です。このシステムは，災害発生
直後の安否確認や災害パトロール情報の一元管理を行い
ます。このシステムは，いくつかの建設業協会や自治体
に導入されており，建設業協会を通じてマスコミに紹介
された実績のあるシステムです。2013 年，社会インフ
ラの老朽化にともなう点検作業の支援を目的として点検
情報共有システムのサービスを開始しました。このシス
テムは，スマート端末を使用して緊急点検等を行い，迅
速な提出が要求される簡易帳票（カルテ等）を簡単に作
成できるサービスです。情報共有システムは，非常に広
域的な利用可能性があるサービスであり，今後も様々な
シチュエーションに対応したシステムを展開できるもの
です。

図9　basepage のサービスの仕組み
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2．建設事業におけるシステムを用いたトータル
ソリューション
　川田テクノシステムは，今後もコンピュータを取り巻
く様々な要因や環境に影響を受けながら成長を続けて参
ります。今後，コンピュータ技術の成長速度は，一層急
速化および多様化すると予想され，システムを提供お
よび開発を行う主要な環境を正しく選択するだけでな
く，将来の技術，需要を想定し，スピード化，特定の技
術への依存性の低減などの対策を講じていく必要がある
と考えています。自動車が自動運転になり，小型ヘリコ
プターが宅配便を運ぶには，いましばらく時間がかかり
そうです。建設業界に影響する技術や新たな需要を考え
ると，CIMを中心とした情報流通構造が構築，普及さ
れ，視認性を確保した情報管理が実現するものと思われ
ます。また，CIMを支えるものとして IoT（Internet of 
Things：すべての物がインターネットにつながる）へ
の取り組みも進んでいくものと考えます。IoT の関連市
場は，5年程度の期間で 20 兆円を超える市場に発展す
るとの予測もあります。社会インフラの長寿命化，維持
管理コストの軽減を勘案すると，インフラのインテリ
ジェント化，すなわち各種のセンサーを装備したインテ
リジェントブリッジなどは現実味があります。要素技術
としてもビッグデータを利用した技術は，普及段階にあ
り膨大な情報から新たな価値を生み出す基盤が整備され
てきています。
　IT関連ハードウェアにおいてもドラスティックな変
化が予想されています。クラウドコンピューティングは
この数年間に大きく拡大し，当グループにおいても採用
事例が増加しています。この流れは，従来のハードウェ
アの終焉を示唆しているとも解釈でき，もはや企業が
サーバーハードを購入，設置する時代は終わりに来てい
るのかもしれません。一般消費者市場における PCにつ
いても市場は縮小し，スマートフォンなどの代替デバイ
スが取って代わる時代になっており，ビジネスシーンに
おいても近い将来，PCの必要性，重要度は低下すると
考えられます。さらにウェアラブル端末など，何時でも
使えるハードウェアを使い，インターネットを介して何
時でも使える情報サービスにアクセスできる環境に大き
く変わろうとしている時期です。川田テクノシステムと
しては，このような環境変化を予測して，様々な利用環
境を想定し，ソフトウェアのサービス化の時代に適合す
る製品開発を進めています。

おわりに
　川田テクノシステムの設立時期は，川田グループの電
算センターとして IT化の推進や，各種業務の効率化を
担っていました。その後，構造物の設計計算，自動製図
の開発を経て，建設業界向けの基幹システムを手掛け，

情報共有システムなどのネットワークサービスにまで製
品サービスを拡充してきました。当社の特徴は，技術計
算から基幹システムまで幅広い技術，ノウハウを持って
いることです。CIMなどの新たな情報化の普及におい
ても，技術やノウハウの広さを活かした新しい価値を生
み出す製品サービスをご提供したいと考えます。

【川田技報参照記事】
1) パソコン用アプリケーション集（Vol.04, 1985）
2) パソコンによる橋脚の詳細設計プログラム（Vol.05, 
1986）／パソコンによる斜面上深礎杭プログラム
（Vol.06, 1987）／任意形薄肉断面計算プログラム
（Vol.07, 1988）／ＲＣ床版厚の検討プログラム（Vol.07, 
1988）／ボックスカルバートの詳細設計プログラム
（Vol.09, 1989）／下部工耐震設計プログラム（Vol.10, 
1991）／床版打設検討プログラム（Vol.11, 1992）／
斜面上の深礎杭設計プログラム（Vol.11, 1992）／杭種・
杭径比較設計プログラム（Vol.11, 1992）／ＲＣ床版
の設計プログラム（Vol.12, 1993）／下部工設計トー
タルシステム（Vol.13, 1994）／動的解析を身近なツー
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の開発～（Vol.21, 2002）
3) パソコンによる格子計算プログラム（Vol.05, 1986）
／パソコンによる２次元有限要素解析システム
（Vol.13, 1994）／「長方形板の応力計算」で，効率
UP！　～日本建築学会基準，土木学会基準に対応～

図10　今後の取り組み概要図
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（Vol.24, 2005）
4) パソコンによる道路設計システム（Vol.07, 1988）／
線形計算システム（Vol.11, 1992）／信号交差点計画
（Vol.11, 1992）
5) パソコンによる斜面安定解析プログラム（Vol.05,
1986）／パソコンによる山留設計プログラム（Vol.06,
1987）／パソコンによる土留め弾塑性解析プログラ
ム（Vol.07, 1988）／山留め予測解析システム（Vol.08,
1989）／護岸設計プログラム（Vol.09, 1990）／土留
弾塑性解析システム（Vol.11, 1992）／地盤用有限要
素法解析システム（Vol.14, 1995）
6) パソコンによる防災調節池水埋計算プログラム
（Vol.06, 1987）
7) 下水道縦断設計・製図プログラム（Vol.09, 1990）／
地震に強いライフラインを設計する～下水道管路施設
耐震計算システム～（Vol.19, 2000）／地震に強い下
水道マンホールを設計する　～下水道マンホール耐震
計算システム～（Vol.24, 2005）
8) EWSによる土木設計図化システム（Vol.9, 1990）
9) PC プレテン自動設計製図システム（Vol.10, 1991）
10) EWS による下部工数量計算プログラム（Vol.10,
1991）
11) 下水道管路施設設計製図支援システム（Vol.11,
1992）
12) 線形計算システム /杭基礎の図化システム（Vol.11,
1992）
13) EWSによる立体構造物の影響線解析（Vol.11, 1992）
／ EWS による有限要素解析システム，EWS による
地震応答解析，土木（設計・製図）用汎用 CADシス
テム（Vol.12, 1993）
14) EWS による板桁自動設計・製図システム（Vol.11,
1992）
15) 任意形 RC-CADシステム（Vol.11, 1992）
16) 鋼橋 CADシステム（Vol.13, 1994）
17) 線形計画 CADシステム（Vol.13, 1994）
18) 「鉄骨生産システム」（Vol.5, 1986）／「鉄骨生産シ
ステム運用報告と近況」（Vol.6, 1987）／「鉄骨生産
システムの自動運転システム」（Vol.7, 1988 年）
19) 画面で簡単に材料変更　～鉄骨 CAD/CAM ｢プ
ロセス２」に CAD 材料編集機能を追加～（Vol.16,
1997）／Windows95 で操作性アップ　～鉄骨ＣＡＤ
／ＣＡＭ「プロセス II」のウィンドウズ化～（Vol.17,
1998）
20) 複雑な業務をしっかりサポート～プロポーザル業務
支援システムの紹介～（Vol.28, 2009）
21) 素材型汎用のCAD“V-nas シリーズ”が完成（Vol.15,
1996）
22) V-SLAB（RC 単純床版橋 CAD）が完成（Vol.16,

1997）／視覚的に行う線形処理　線形専用 CAD 
V-LINER（Vol.16, 1997）／橋梁全体一般図形作成支
援システムV-BRIDGE（Vol.16, 1997）／交差点設計
を変える新感覚 CAD V-CROSS 誕生（Vol.17, 1998）
／道路設計CADの新しいスタイルV-ROAD（Vol.17, 
1998）／路線配置から数量算出まで手間いらず～上
水道配管設計 CAD V-WATER Ex の紹介～（Vol.26, 
2007）／道路施設の維持管理に CADデータを有効
利用～V-FIELD 道路工事完成図版の紹介～（Vol.27, 
2008）／ CADによる効率的な下水道設計について～
下水道平面縦断設計CAD V-PIPE のご紹介～（Vol.28, 
2009）／砂防えん堤計画・設計システム～土砂災害対
策の主要施設を効率良く設計～（Vol.30, 2011）／渓
流保全工の計画設計システム～土砂災害対策の砂防施
設を効率良く計画～（Vol.31, 2012）
23) CALS/EC への取り組み～川田テクノシステムにお
ける CALS/EC への対応と将来ビジョン～（Vol.21, 
2002）／ CALS/EC への取り組み～第二次建設情報
標準化三箇年推進計画に向けて～（Vol.25, 2006）
24)「電納ヘルパー」は手間いらず！（Vol.20, 2001）／
CALS/EC への取り組み～川田テクノシステムにお
ける CALS/EC への対応と将来ビジョン～（Vol.21, 
2002）
25) CALS/EC への取り組み～第二次建設情報標準化三
箇年推進計画に向けて～（Vol.25, 2006）／紙を《ラ
クラク》電子納品～電子化と電子納品のベストプラク
ティス～（Vol.27, 2008）
26) 地形データの CAD における有効利用化（Vol.29, 
2010）　
27) 新 CADシステムの開発（Vol.30, 2011）
28) CADスクリプト機能の開発（Vol.31, 2012）

川田技報バックナンバー
http://kawadagihou.com


	特集　川田におけるICT ビジネスのあゆみ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


